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日:子旦にふ、ける VLF放射の観測

1 まえがき

近{f'.， 欧米のお総出J也)jにおいては， VLf 放射の凶

測iklζ研究が盛んであり，~~I~、ある凶i;IIJ*，I;よいがf，n 々 }WJ;

されている.然し， 11'低料皮l也)jではζ れらのH!測は?の

んど不可能であり，磁気俳度 400 以下では制il!lJされた例

は治んどない.

我々は IGY以米，税内において(磁丸;午広 34.90
)

whistlersの観測1:1)';けて来たが， 該地は本J名古土jl")のM1-

皮であるにも拘らず，未だ VLF1氏身、}が観測された例は

極めて少くなかった-/lp，利36年度機関研先として VLF

放射の矧測を行う "l~-j;{決定したか VLF放射を組測す

るには勿I;lu*l，i:1支の日い'Hが必要であり，ζ のた〉うにはふ

祁では稚内が最も可11~性があるが， 球内は';ß{;法主frr 首ーが~主

しく観測には全く不適当である-'j1がrJ:lcwhistl己rsの観

測で2認められていた.

乙のため，新しく奴J11J1..u山を水める必要を出じ，日目前1

36年夏 1カ月に豆り，北海iu.lじ部の人工ift背強皮の3羽

査を行った.乙の調査はそれによって矧測法地を設ける

と言うポが予定されていたので_1:として文部省官路下の

土地が対象となり，その殆んどは北海道大学のらi.i習材、で

あった_JI，I，I:ITの結果判IJIYIした"Ji(j，~tií'f j丘北部!こはJ{ìん

と工場は世話く ，J;}j古:!lft音の大部分はそのIむの了I線放送に

よると言う 'j;:であった . 北海道の Nt主Jil.ì.t l よ fl~地のそれ

K比し方式が全く tll!iffiであり主a*九!アースをflJ~ 、 ており，

VLF {ì~と全く同一川波数，;l?のためお全lこ司11話が起り，

乙れの妨害除去が北海道で VLF 放射の伺ill~をj氏fJりさせ

る鎚となるものであった.

とれらのIj)j'，主.の程度を測定し，除去Jl2Pーを立て，MU:IJ 

適J也を決定したのは川和36年秋でぬった.11 !jrJ: Iこおそく

現地はも1i雪のためエワは不能であり ，zt:中線工 Jlは111{t1J

37年度lζ級品しとなった.np， n 137 'f-!I[において敗同研究

の継続として打線放送改修の予幻が泌められ，)(， 11則\~

所庁~の予知も認められたので， /1日和37>下立及び秋に打

線放送網の全面改修を行う紛ら， 'P.1jl利l，川イ1干の工'jrを

.illiめ，昭和37年llJj16日より先ず稚内で行われていた

岩井 主主・大津仁 助 ・田中義人

whistl~rs のルーチン同測を母子rglC移し ， その後 ， VLF 

Ji<Mのu&測公立の建設を急ぎ， /1/1如38年 i刀より VLF

lJえよりの強度れ1測をノレーチゾ仰測に移したが，fJ'i勺のため

りわド rl.j! 系の，\I，'，J1さが不能となり ， 自主亨~i.及 1""2: r~lれ，;~系の訓12を

1; い 6 刀より fjniìiJ<: ， 到;lUj{立の測定が 1 '.f li~となった .

以42，約10カ刀になるが，IQSYも近っき，太陽活動

も低下して殆んど凶仮IJも不可能であろうと忠われていた

が， Fいにも)，.:f.~活動が怠外 1::: も 1 ，I'ii56で ， 9月，10月の

大問~!;JLl乙伴って:E'!'1':な記録を得る 'jCがni米fこ.

VLF放射!ま笠竜との区別lがかなり困難ではあるが，

特徴ある記録としてηられ，今迄，lJられた数10似lより

みれば VLF)jý_射の観測は総気frl~:度目。でも充分可能で

おり ， 当初予処{されたよりも M'!J l~!別皮はかなり，'，:)いもの

であった.得られたデークーは高純度地)jと同じく地磁

気と怖政lζ関係しており，乙れらの研究は今後の問題で

ある.

今同は，乙れらの切削/1;と今i与i'}られた結果について

報告する.

2. 観測法

2-1 観測場所

;Itjf'ji丘北部で 10阪所程遼び， それらの雑立を比較し

た.五であり主屯の強度も'J;i;かったが殆んど大部分はイj

紋欣送よりのf;)j'占:であり ， これらのイHf~放送の妨'占を除

去する乙とが{l土もï[(大なILlJ llií となった. 北海道の千n~放

送は奴肢が大きく入り凡れているので lカ所の有線放送

をltめても他のものが~)j'，l ， し ， 刈 IÎ'正満足な防止策は品じ

られなかった. そして乙れらのIj)j'主は数km:llltれでも余

り械以せず，適当なわUliil也を見alすがは大変凶艇であっ

た.乙のため，山f1¥Jの孤立したー小f;刊誌5をjj!iび，此処で

Jii:ii'dlll;乏を行ったところ，I;)j'ι:が比牧的少なく，その郎

芯の行総I以i去を1';';止すれば完全に i以j'ム・がなくなったの

で，この日刊誌5で行線放送綻jのbJr8除去対策を行えば何と

か切測ill来る見込みが15られた.他の地点ではfJta放送

の対策!と央大な経誌をー妥し尖現不能である.



ζのため.i:rHまれた処{立回J~Ji 1の'U，!;の fこ均，-は1t:trr~

の条件とな勺た.その13所dJtli'j;i.!li ， ;-;;m;(~n， II'J I"J乍IJ

子_Illであり，北海道大'/・di 心i:.íinll， f!~のー i~tl である. 伝

部$(ま戸fj， 90 i " 300人程度でni.lW kmiこu..，て人家

が分散しているか， ).';JUJ の(~~11J，十Ji答よ』ぷ企に州、工し

ており欽 u-r.人r以外に道路むなく ，iJい・23m，il~ 

低気l1J..-40で!!!¥[b:付であZ.仰1F%1にその地r~Iそ;'J; ;-

此処lζ矧m'JJj"のを~て千~，Iibi大"i::セ屯(yf先ifrIJ J' 1ll (， ~ðilJ 

}!JTとした . その{l~:i日!ま ( 4 4 0 21 '53吋..r， 142 15'50".8， í，>~ 

cdi年度+3356'47ペ じぷ手t:;.20o23'29り 1止
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身 3ト主 . " 
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第 1図 j七必込jJ子山地凶

第 2図 n子 rp_/..I i' "所主土地

2-2 有線放送妨害除去対策

，ILiI')' ，ω(u' ，J':'(' Jべて 句 )j式であり帰路Iまγー

スミ:イど川してい乙.乙のため.i>J.1，刈純日へのみ;れ込みは

組めて~~だしい. ).:JJU止なものではDl二100kmIζも及

.2:むのがあるが， j主j・1m恥在のものは 20kmであり，改

位む比校(1~J'1;払ムよ4 れた. 的'，';1:1、 J、主{川 JKするため.

~Wi'Gi fr f/，j Vi Iと 1kmの(jr;'放送拡を1'1.11，ζれによりw
有テス トした私112」， fース州総を止めて 2紋式[ζ しmll，J!

fhf7ぞ以すると[hj/l.'fl:::， ア ース との //j!~LifJ'Jノミランスをj氏

H :;fyfìんど~}j'， I{を|泣く']，か ' 1 'Id.ニ.

i{ ..，て、 {j勾 'J~i1;"を NSD ~，によと 2 円Ui式{ζ 改め

る:Jiにし，t;:~i;I.'Jj冗~fJ近 2 km をun，えする L?をiilil[ljしたが

'T'~~I イ、足で ， *~'illムづ'~níi NSD (以に改修する、ji/Cな J

Tニ.}よてたn:;JJ:のiド435しであ t- ζの NSD*iiの

巴アノかを欽ァ'ロつク γ71けて， 5カI升てtJ.<.hi!し.企(i

~-;:~tjをアースより浮かして平ぷIA'!亡し， 11出'1jj庁1カ所で

バランスの中点を悦してj主i也している.かくする、j，によ

って企if抑制が'ん小にノ、ランスし.i，'，';:'l'l:<'-:lllf~へもメiF

["{り1"・1へも妨，，(J.会く!出じなくする・jfが;.111米た.然し

0 . 9"" ，の NSD 、、を IfJlJしたため，成公治大きく.従::l~

fJ!.lDしていたマクネチ γ クスピーカーli伏mil¥来ず，企

(;gクリス タJレスピーカーにI以外えた.~.付;，';J，川lム干打If和総J必ij!ji欣文送』胤[担h 

'川JAtJ辻jで.t~会iむ.企<i祈j折t しくfIド:ヨ/人- 'j川;川{アなり.-{i科Uu;εとしては以前

よりナばらしく良くなった.然し t .~λニ;や . 接触. 断*r:! .

他殺不良守のため. 合系のバランスかlMü ， 観測袋l~(へ

の fqilれ j~みが.じる・jÇ紋が)J に 2 31"1のrJ1伎でたgょして

L 、ろ .ζ の:{T，)i}/1.泌が1の~líJ ~j にも;リ!側主:~ir'"7:の保守と同11

iセの久了を斐すとK:U、である.

2-3 観測装置

2-3-1 ，;'! 11I i 不

4、 11 1(よ"'<J、(;，&地))である上にJト叫に liノえな~~~IIJ似合川

いているが， ?;fi:
'
刊ではl七11主的小型むもので行っている.

こHがじふttI;[ 40以下で・又信自1¥;1-;なかった理由かも知

れない.この七九 ttlの汗すm~り大型の空中f去をiliて

る'Hにし‘IIfi'l白の jAも氏いil'(交j':型三5r]:1:1 tJ f~とし

た . 心~Jむの )1よさを初江して制竹住とし，日ヨを見越して

地上 3mのコンクリート J~台を j'l:り，その上に43m O) i!~

FHを1/.てた.札 l' エレメントは 5ルの釘抜鋪均 21nl

J乙で，':j;::43 m ， 人 1.1 60m o)三fiJJ~でほ..lt及び京西の)J(i，]

にlie-えしている. 5 kclrおける尖払:':j/i26，4cm，インク

クタンスは 0，9mH，[;'[流fK抗O.3!lである.との山jJを

それぞれ別々にお11，Hll Fの前日泊111~~;に入れる . 白líl !i:t

li"': '!J (~~で‘主主 111 ;..~!討 fT完成:tiで， 230 {"に日圧し，初段

をカスコードI円"】JでWlljJし.低イメヒ ーダンスに変挽



第 3図 三戸J iU交仲型ヤ~r11 *~!!主ーミミヨ
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2-3-2 ;fq jr! ;1;11 lln ii官

全rl1勾系よりの 3つのffi-~~.はとの111得rJ;I]1d1l部に導入さ

れ、ζこで 3つのcりは lj f_-;凶泊11で利11及びパントが~ill

í~11 される . ノく. lìíF'tWI r]l?':i内の平I]t};1，1WlIB~ も乙とからj4

I¥C，1日iI)i;iilされる.L 1 ~ J-が 'J~( くなればスケーJレアウトを r\}jぐ

ため rl到['I'Jに利引が下げられ.i夫佐主 NDTの17.44kc.

米間の 18.6kc，シベリヤの 15.7~16 . 2 kc，その他 20kc

I~付近の1即日が入れば IÏ ~roJi'( Jにそれぞれの府政王立に同泊し

た除去波紋幻が将入される以になっており，乙のため，

それぞれの周波数に岡高iした受信綴が 3合川立されてお

り，その;!'，)Jで泌波探及び減衰13が;];I1lJ1lされている.そ

のt!j力がそれぞれ士町1Iされ低ノンピーダンス lこ変投の

後，あとの有!iJ:JJDHf告に送られる.

2-3-3 強 度 交 mgjl 

利行(炉問J )，;~よりの 3 チャンネノレ Ll~ 力のうち，科、型'供iJ1

紋よりの 2チャンネノレlζ指向性回転のゴニオメ ーターを

i討して~f_IJ純系を手到により雑干f妨~~;の最も少ない{壬古;

のノヴ向lζ向け1つる如くする.母子_Il!_においては最も妨害

するのはシペリヤの VLF応であり，西，c当るので??述

抱Irリセt(まjじにlirJけられて交信している.その山力と，量

刑空rl'和J~ 1
1 [-11 力の執れかを切十'~;~~で取出し， その出力を 2

つに分け， 1 つはホイッスラ MliJl.IJ~iiH::供給し，他は強度

こを{言郊に加える.

~rt~I交交fii" è~lでは . 4 ~ 6 kcの;ill;~{1jJ或をもっ絞IC地巾

し.Ellisの方法と同総lζ険放し， 1mSec にわたり5f均

した後，充m17}， IJXffii，2mSec.の時定数をもっ回路を

iiTIして門流増rtlの後，ベン押さ記録する.充放屯時定数

の差を NEC，シリコングイオー ト'SDI04.でtPit_j(;したが，

逆瓜抗を伏うため経年変化があり 2カ月位で逆低J1Li1広が

WI)えする傾向があり，ス，製品mlのノミラツキも極めて大

きく一定の記録が件られないので，回路方式を改良する

必要がある.

*<;11度受信;~倍は企系を合めて利得調4担金開で屯界強度

換す~: 5 kc {J'g-0.022μV/mで記録Jjがフノレスケーjレまで

振れる ζとになる. ~g:j或 rl l 2 kc;として 0.0005μV/m

"/clーに相当する . 然、し ， 常時30~40db程度の減衰誌が

第 4図 VLF初 判 決 i河系統同 折人されているので，フノレスケールで，0 . 0 15~0 . 05IN 

Im"/ cisの程度となる.受信伐雑音(t大約 0.002μV/m

の後，平衡 22、高周波ケ ブ‘jレにて中継箆を通して 300 〆c/s程度である.

m伝送されて矧ij~収号本体 !ζ入る . ζの枠型空中級と 100 2-3-4司自hi淡指向性受信部

ml滑れて同般に 3mのよfTの上K15mの怪合金パイ プを 平IWJ:I;IHお1;市よりの 3 チャンネノレのH~カを強度受信部と

}fて1f~TÜ空 rll紋となし ， その白下KNii f'i:lfl rl1認をおき， 立立~IHζ侃波J行向性受信郊にき主く . ここでは枠型~~I]紘系

作型と同級lζ増巾してrl]紘箆をi目して初測~~，ζ導入して の指向性を同伝させるためレソソレバーを附しモータ ーで

いる !'I!fr}j(r'JIC回収させる.日t;速度はiヰ辺30分に 1回転であ



II{{羽138年 1Jlより11JJまでの川に， {月3子F皿.て行つた

VLF 方蚊t身射Iの強E皮Eのkしκn'IJリ付f

{但旦し， 5月10nより|司月31円までは，観測機羽子のため

側側j羽fliJから除外してい?. 

I制定気i;!i!liiJか1ffiんなn.1f・ VLF }Jl(4Jがよく {.Qd1IJされる

:]rが，iDJ磁気~rn変説 {ζ於ける同iWWiJl1から， これ迄lζ幻l

られていたが， I弓子ill!ζ於ても，磁気嵐中 VLF放射の

強度の観測記録に，}I'司汚なレベルの上昇カ:μるτr;かしば

しば認められて米た.そしてζ のrr<な記録の集日の.y，1;

:!I!， ζ れらのレベルのよ式が， フ~Pr~ . VLF };~4Jの入引

によって若き起されるものである不が，iW:泌される!と至

った.

第 5図(a)，(b)及び(c)はt ~;l気瓜n'ilC起きた VLF IkljJ 

の強度変化を示すものである.問rl]， ↑ 印 11倣気肢のJ~ わない'Ji:にしている.

生時間を示すもので， VLF放射IC対しては，第 1:1~ ti1 磁気嵐の~è~1:を示す↑印の坊には，磁気嵐がむ始をも
に記してあるのと同し，資料番号が附しである.ス.H って始まっている場合には sc，そうでないJ[¥0には sg

波応から5HJ される íTiiJ.主刀!，防除対策lζ も jf~ らず混入し の記号が記しており，又I!?5JI嵐r!lの地磁気水平分力のfD:

て米ており .乙れらは問中.J印を以「て示されている. 大変化.!lHのdi立が記しである.l，t)，.¥ll'とパースト性

とれらの図から判る桜花.確認された VLF放射(j:i，2.て VLF欽射との関係については，後注するので，乙 ζ で

ノイースト状をなしているものに限られている. はふれないおにする.ス後で明らかにしている伐に，パ

パースト状をなさないものについては，往信，或いは ーストi'f.VLF tkql!;.日気肢とは関係なく起るJ10合も多

その他の現象との区別が悶位であるため，ここではI反政 〈凡られ， t115図(dlにその例を示している.

る.その，'I¥}J2チャ ンネルを 2つに分け.ーjJ!立花LH.5
k"のlk.:::J占.l1"/1!1 ~択に加え . 他)ï:‘ 90" 位打1 を i立・め ζ1"1

~l~~ ~I jG::ら ~l /.1川|怖をilljして他のずやンネ11の，'1¥)Jと力"え

什せて，;(i1kiIHI波と1，比例II){のみ受信する 2チ-¥.ンネル

として，その後上と同し Skcの初、flJ-成町lrjl?~l[加える .

X. .illn'~~Hljl糾!チ 4・ンネルも日H，jζ5kc!'l.:I::J或i曽けJ~:i'(" 

力nえる.これら 5つの 5kcR~I~J制r'rll ~:iは C結~'i' LC g<.

[iiJ:，(~ lf'! rjl :~~で +lf~J&されており，企く 1，，]-1[ 刊行をもっ以

に制'1¥'されている.mJArjn:t 80c/sであλ.このll¥ノ'](士

強度受信と全く同もいこrp~1を 1mSec . にわたり平J~J': '! 

光む l分，M(，1_¥ 2mSec でÎI'íj1EJ内 11I の ff~ ， ぺン古き，j'GÎ-"A

される.

1.:偏技指向性受信f:1>!i利得!r.j!:'企聞でm界強度検r.r

5 kc {訂り 0.001I1ιV/mでiot，， 1ーがフノレスケーJレまで似

れるとと lーたる ~::.J! ，'(l ll 80c， S として 0.0001221LVjm

.，/とんに相当す<:.'i011~ ， 40 SOdbliJ交の対安lf.iか都

入されているので， フJレスケール 0.012 0.04μ'llm 

〆e7Sの程皮となり， 'i1l度受{;i ，'，1
1と)dH，Jしとなヱか.

nfL ，~:!;J~主巾が伏いため Illi'H日'J 20db ，:':;く :.'LJされてし、

る.

3. 観測 結果

一一τ予言34~O I~ 白 l'fð"~.1 .. .. 
4 

ぬ'Agymv-iIW4t己jT
， ，正件i128一一

(a) 

}
 

h
u
 

{
 

やし
W

(d) 

ル5問 ノマースト1'1:VLF }/.(flJ 

(aト (C): F追う，i.}:J.i.'JIIζ起「たもの

(d)・政弘J.1l'IC関係なく起ったもの

↑-被安u氏の開始時liJ

↓: Jミ政送信局よりの妨~;mぬ



Vli ffl38年 i 月ぺl月(除 5 月 1 0 日 ~31 R)

17 50 
17 20 2 
18 50 3 
13 05 4 
17 15 5 
03 40 6 
01 20 7 
20 30 8 
21 55 9 
16 30 10 
17 00 11 

12 12 15 
11 30 13 

14 ~11 30 
07 40 15 
04 50 16 
18 30 17 
17 55 18 
16 20 19 
03 25 20 
11 40 21 
08 05 22 08 35 
10 20 23 
10 40 24 
09 50 25 

26 12 00 
13 25 27 
15 00 28 
09 35 29 
21 05 30 

3.2・10-19 18 30 31 

4.8・10-19 32 09 05 

4.4・10-20 33 ~03 35 
6.1・10-20 08 30 34 
1.3・10-19 16 05 35 
4.9・10-18 17 20 36 
2.7・10-18 20 50 37 
3.8・10-18 10 25 38 
1.4・10-

18 20 15 39 
1.3・10-18 05 20 40 
4.2・10-

18 10 55 41 
5.4・10-18 16 40 42 
2.8・10-18 07 15 43 

4.2・10-18 44 
19 15 

5.1・10-18 00 40 45 
4.9・10-18 03 55 46 
5.4・10-18 20 25 47 
5.1・10-18 19 05 48 
5.1・10-18 19 15 49 
5.0・10-

18 18 30 50 
3.4・10-18 22 05 51 
2.8・10-18 12 20 52 

|資問号
継続的 I/¥j I 位大レベル

|エ ネルギ-11fti密度| 時 1m 
I Wm- 2 • (c/s)→I U. T 

パース ト性 VLF}j朗I

|了L51jHE

第 1:表
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16時 30分

16 40 
18 40 
11 10 
16 00 
01 00 
23 30 
20 15 

lo 00 
16 50 

10 20 

10 45 

09 30 

07 00 
03 15 
17 45 
17 40 
16 00 
02 30 
11 00 

07 30 

10 00 
09 00 
08 30 

08 10 

13 20 
14 40 
09 00 
20 50 
08 30 
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V
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E
A

内
'
'
H
A
H
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-
E
A
d
E
A
-
E
A
A，
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25 * 
25普

25牟

10刀 12
12 
13 
15 
24 * 
24 * 
24 * 
25 * 
29 * 
29養

30勢

1 :刀 4
7者

9後

22 
24 
30 

待印はその日lζ磁気嵐が起っていた引を示す.
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I叫υ
10 

% 

20 

観測記録のrlJで，一見しただけでは，空屯か VLFJjl 

Mかの判日IjがIRl'!!(なl~ηがよくあるが， 知 1Fヨ(ω にそ

の例が見られる.HIlち. 4 JJ 30口1011'fL!!から1511':引にか

けてのレベルの上界!ま，一見， VLF放射の除に見える

が，乙れはこの日の前12数円lζ沙って，同じ時IlsIこ同じ

微なレベルの上!n'.が当じているのでt j!7'D:に b~ くレベル

の上ケl-とJ1え， VLF放射ではないとの判断を下したも

のである.同じ様な理由から，セ屯と VLF政射のやj別

を行った場合が多くあった.会鋭測jlJwnをiillじ， 52仰の

パース ト性 VLF放射が1ti.l測されており，1'11 1表はその

-'f;'J.::}~である . とれには先生時間(時nllはIIJ:界的U.T.

ぷ示)，継続時間，最大レベル!と達した時間，その数値

及び資料番号が記しである.

;51VLl!0: 

但し，資料番号 l番より30若干までは.観測の際の'支信

機の感度が明らかでなかったので， 最大強度の1'.:fI，'(は

記入してない.なお，~~1二円のと乙ろに * 印をつけてあ

るものは，その日 lζ磁気嵐が起っている事を示すもので

ある.

乙の期間中の， VLF 放射の発'UJと立上りのft .~"日と

の関係は，気16図11:示す殺になる.但し，との勾合の時

間は日本中央t主導時(JST)で表わされている.

発生の山は 2つあって，日没頃より20時までと， 211寺

より 4時までの問lζJ;，!.られる.そして区間は，伐11日に比

し発生数は著しく低い.発生上のこの旅な傾向は，羽i内

や虫川のホイッス ラーにも見られるものであって，伝掲

の影事専によるものと2ぢえられる.

次K継続時間と，発生数との関係を第 7悶lζ水守 .

多くのものは 3時間以内lζ終了し， 7"与間以上続くもの
主主

iま極めて少くない・Fが判る.継続時間の最少は20分，最 剖

q訂訂扇面 20220 2 4 6 8 10 12 

J. S. T. 

NO. 

20 

15 

第6図 ノfーストtiVLF放射の発生lit
Jíê~ヒヰZの n変化

% 
40 

30 

、'"r本

大は11時IlU40分，平均は 2時間26分である 10

件
20 

測定した範凶では.1tk大エホJレギ一流街広は4.4・10-20 斜

から 5.4・10-日 Wm-2(c!s)-1まで変化しており， 平均

値は 3.1・10ー凶 Wm-2(C/S)-1となっている. ζ れらの値

を，1958年 6月より 12月まで，キャムデン (Camden，

磁気総皮420S)で4.6kc/sの阿波iJ.で行った. エリス

(G. R. A. Ellis)の観測結果と比較すると， ぷ小fal及

び最大徳1r.対して，それぞれ7.3%及び 9.0%の割合と

なる.母子塁11:於ける強度がこの紋lζ低い主たる辺自の

一つが，母子里の磁気総皮が低いと言う:J~にあるのは疑

いないととろである. ζ の{也，観測Jl'lli日と太陽1.1-1点J，qj切

の位相の関係、も考えられるが，乙れは後で述べる様!ζ，

VLF放射の強度が磁気活動によらないと言う結果が符

られている事からして，今のと ζ ろ主な原因のーっとし

てよいかどうかは不明である.今後の詳しい研究を符た

5 

ob 

て怜

10 

5 10 12 

縦続時間(時間〉

第 7図 継続II~問とパースト性 1江F 放射の

発生数，誕生*
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ねば.結論を下す'r;:は111米ない. 山 9r<11こよって知z，てIIが IIL:j~ξ . ζ れ(よ凋:í'F.期間中の

第 l表よりドjる採に， r;諒U:h1• r!コに起っているバースト 総ての円をK-j行ei1 n PIのflCによって分け，その1/1で

1:1: VLF 放射の先生率はTJl'l:s096になっている VLFJJ5.:tHがた '1 している I1 幻の~;IJ のをぶしたものであ

とれは，地政気活動と VLFJtc1Hの関係が，かなり;キ; る.これを見れば， 0 - 5 のj.>(川をIj~; き ， Kー約十J!がノミ

Itである引を示している.従って，両者の関係の涼しい きくなるに従って VLF政身、jが52つする円の制合が上

調査が望まれるが，現在のところ手許 tζ地政54Lの資*'1カ: 汗する司fが判る.町!ち，磁気uraリjが盛んになるむ.VLF 

充分jI!ijっていないので，詳しいすは後日再枚討する引に 放射の先生の確率は附加するわけである.

して，乙 ζ では可能な高凶て;円べた結果について述べ;;; 但し， 羽子EJDJIi~111のK一指13の 1日平nの上限は 34で

予にする. あったので，乙れより大きいj易合にどうなるかは，今の

NO 

5) 

3 

2 

(lL 

o 5 10 15 20 253035 

K司 index 1 R位

第 8図 K-index 1口値とパース卜性 VLF

放射の先生数

~H 図は， VLF ~矧Jが観測された日ピ於ける地階iLL

K一指標の 1日和!と‘ VLF放射の先生日数の関係を示

すものであ「て，期間は l月より 8月までである.

叉同いたK一指肢は女万別地磁気観測所lζ於lするもの

である.K一指棋が15以下と立っ た磁気的Î!IÞI~~ 口にも ，

約 28.5疹の割合で VLF放射が悶測されている予は注

目を要する.又15-25の殺に，K-tot~が比較的目くな

いところに発ttの山が見られるが，ζれは大きなK一指

傑!直を与える口の割合が減少するためである . ζ のす別立

とζ ろ不明である.

~}i\- 05 

04 g 
03 

せ102 
保 OJ

K-indcx 1目位

第 9図 K-index1 n 1ii'iとパーストf'tVLF 

i放射の発生確率

次lζ第 2表は Pt型地磁気脈;r!)J*並びに磁気J混と

VLF放射の発生との関係を示すものである. 但し，と

の場合，調査j明間は lnより lLl29円までであり， Ptは

超I~'J屑大気研究会の席上配布される異常カタログからと

ったものであり，磁気嵐は 1 月より 8 月までは~!îI同地政

* 1963年のパークレーに於ける IAGAの会議によっ

て，地磁気nlR動の新しい分対l法が決定され Ptと言

う術語は廃止されている.

第2表 ノマースト性 VLF政射と Pt及び隊気胤の発生の関係

| 発生生日数又は l 
vu

数射は叫生
た

I発回数 発生日 発回数
64% 

VLF放射 44円 (a) 一 (f) / (乱) 4596 

P t 138口 (b) 28日 (e) (e)/ (b) 2096 

Gff気嵐 19回 (c) 20日(f)， 13回 (g) (g)/(c) 68 ~ぢ

同上， i.¥.H>100Y 13el (d) 12回 (h) (h)/ (d) 9296 
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'孔問測所の'fHIを 9JJ以後l士上記配M'iHを川いた.

ζれによれば.VLF))!( fllがた'1.してい;:11 に P t と?; '~

ヘi品{が沿っ:.J ~ 110. VLF I/{~)ω 'Í: ;(.'1.11 に ~J J' • ，1;1) 

fTは， それぞれ64匂と 4 5匂とな りーJ~ Pl O))Jが山地位

がよ示、tnに見えZが，これは PtのJt住11ì~か， ト丸山

のそれに比し，f[倒的にtいために1卜したものである.

従って Ptが，u:ってい;' 10)11'て. γLF以41が仰

が~され ξn の'，Jl~J (~を求めると ， 20Qoと?干しく減少する.

ζれに対し， VLF }jHlをflったrlAL此[の先生同t'{の，

企C:"i."~，1) fl;!ll"r;~I- tj tる;!，IJ{.I::l68乞l-mk'9:(， . 

l而も乙の.rbJ(i， L\H か J OOY 以上の1iii'~( I，ii.1ζ |似れば.

乙のねV~は更に 98 %まで上昇ーする. これによって， は

気航と VLF放射の先住との川の|幻係がi読めて訟法であ

り.而も政気ムが人きくなれば， VLFが'/l]の;.. :'1.4る

!ì((ネがj杓人ずる 7fがi'IJ ;':' . これ 11 K-J叶;の J&j(~の~，I;' I ~

と似lilJが同 じである.

r.~ 3 1<は，国I1lljJgJ問111の級公以と，そのlI'jの 1化 F}j'( 

4・Iの一弘氏である.日 lいたfi料l士山 2 ぷのJ !;f~{~と I"J じで

あるか，)也r~f.ii六%研光公~イ1;のT刊 iでは ， C';気Hliの日日

Miと終了の時H¥Jを正『止に知りのないので，とのJbl01JljlJn

lま日までしか氾入II¥%:なかった.但 し，10刀以後では.

ウル シ グラ ムの :i~1日からIJIJWi町11¥]を知 り行たj見合に(1，

手の時川が記入されている.

政'~ìnの1ÞlIl\Jにはt -J1!のパースト十LVLFれ併が5.'.

られる 'J(がある.初lえ{ま，第 5図(b)の資料得号40，41. 

42及び43の VLF以射や‘ゐ S1司(c)の44.4S及び46おの

VLF欣射等かその例である. 乙れら一泊の VLF放射

を一つの VLF欲的佐へとして， その継続叫'\]を:~ベヌと

l'ii!少 2時間10分，政大48時間50分，手均24時fl日43分とな

か平以以上のものが J11以上が'続しているヲFがわlる.

VLF 1/1.身1mのiJrJllfiの， 品iえUj~.のIlIH合よりの巡れは.

1は少 2n ~na 20分 . J!比大6811'In¥Jとなる.乙のftik n .'ff"，JIま，

一つだけn1f;・に人きくなっており， (出l立作 19時間以下

で，6811.'f問を除いた平J:]の近れは 911.JI/¥17';}となる.ムく

Fi.j，_llU.rl ' に起ったJ~合と， そうでない勾f の VLF1/1射

の平均~l付加1)'川は， それぞれ 2 叫I:，J 5分と 2昨I1¥J41分と

なっており，的:kUic:.中lζ.tI!るものがややiミくなっている

が.自伝って叉ーってはいない.同じく ，乙の 2つの羽合

のエネルギ-t1t'，ヰiI!Iの平j'Jill'l(士それぞれ 3.67・10-16と

3.46・10-16Wm-t (C， 5) -1となりV気j丘、 tw起るむのの

)JtJl勾1って強度が;jUいth誌となっている.

観測期間中の広大強度を与えた VしF:b:.cq'，立資n芯号

421lJ:と47ifi:であるが，42 Jtのものは，tll-l=206Yの磁気

JJ，I..IJに起勺ているのに対υ.471lfのものはド交i.u.が起き

ていない昨のものである.又，rJH落ワ31iliと32ifi:は，

'" 1-] ~ 253 Y と 1，...!~I;J I~I川 11 ，{j~大の刊旬以11 ')1ζJ己きたもので

川ソか， エネル γ- (itC 町 lえω むI.~rLれぞれ， 3.2・10-凶

と 4.8・10-'9Wm-2(c/s)-1となっており， 平均以ドの

(/1しかぶしていない.ばって.J似'気7，1j!TJJ とパース ~n

VLF h凶jの強伎は， 間11¥なl対係にはないと考えねばな

らないはであ(.但 し. VLF 1/{Ij，Jの強度の測定値は，

?Etによって彩符を:J.:け r ので、 この~~;符を除去して，

'jj1伎の比l'交をji・わればならないが.乙こでは.乙の.0，に

ついては!iliJEをII"勺ていないので，?とむのtg智をl11i正し

た九，~0 ， ~j1 L([に I!Uする ζ れ迄のがi!IHζは4変化が起るかも

知れない.

以よごく筒111にl辛子引に於ける，パース 卜ttVLF放

射の ÌI.lw!HM~について述べたが‘ 1:要なldま， 1. VLF 

)/.:Mの党~I :の陥:ネは，J也MtS<UMUJかEEんになる花jn大し

日気民ll'jIとは γLFIkQJ).;1が凡らHる"lになる!jl. 2. 

VLF hd!けは磁気(rJ治日fIにも矧，tllJされる守人 3.強度

l:t必Jしも地此公ti;f; 1'M!):によらないと六うijiであろう.

4. あとカT き

約 2"1.Il¥Hこわたる司，l:jll，'1のf灸， VLF !i1，(4JのJレーザン仰

irt'lに人る乙とが11¥米た.約 l年il'，J悦測した紡栄，50s>.lfl 

のデーターがiリられ，従米不可能といわれていた間測も

充分の山立を払えば，'B来る ζ とが~iE切l された .

今まで('.]られた品1;~!、で{土地f必:<(と iヰ江主に関係している

が，lJI，に K-indexの以なものでな くも4 と地磁気の微

細椛iむと比校Tる必要がある.五、た地じおの詳細なデー

ターと比較する ζ とがtl¥;I'，ないのでζれは今後の問Jmで

ある.

今後.スペクト Jレ側担'1により hissの微細4JSiiIを研究

し.:1'1]'.1':))位，(1，1;皮のデーターとlIIf交って， VLF }ixM 
の発主険締，イi;1芯線.w;の研究に入っていく予定である.

本fJD\:は ， 当 It}f 'j\:所j丸公Jht教+;':i~r指導の |ごl乙 μI llhj尖胞

され. 日plJが紋Ij られているものて、 そのiM~i与と仰椛

1;1にjJして深〈出測する. JGY以ぷ，丹下.!Il!(引絞ぐ

までホイ γスラーの観測をfif;内で絞(jて!とたが，乙れは

劃1i!"{?'i7l:uJ!(研究所上日l所i山 I'JTf次Jdまじめ稚内fE校側

測所の十刊;(，の泊11応ぷと 1.iUl幼ノJによるものであり . 6年目¥J

公ll.にわたりお II[話になった引を山く!ふ~l しているもの

である.j也限公のデーターに閲しては釆Jじノ三学IJU族教iヨ
芥砿 '1'1，氏，女満別地!il気観測所IH詰所艮にi.lll教示絞い

た，Vfせて説j立を表する.

終!)に.母子IE続問所の建設は企くJl:，iIj;白木学と現地
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部落の全面的御協力の問であり，その品IJJ日立，御協力に

士、I し衷心よ り此射の芯を;~する . 特Iζ ， 北大前tHL H 5. 文 献

/ltiJ教J2，谷口数{止符j己助教奴， ，"IJlllHHJ，北大本 (1) Ellis， G. R. A. J. A.lmos. and Terresl. Phys. 

i~) ， IllUI施設部長，;(Jr谷仏れには特別に御協)Jを紋 い 10， 302-306， 1957. 
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である.




